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第１章　研究目的、経緯と研究成果

　　１－１．研究目的と必要性

　排水性舗装は、道路表面の雨水を速やかに排水することによる車両の走行性能の向上の

ほか、表面から内部まで多くの空隙が存在することによる車両の走行騒音の低減効果があ

る。これらの機能は、地域の環境対策として今後の道路整備において、全国的にその必要性

が増大していくものと考えられる。

　 しかしながら、排水性舗装の特性からか、主材料となる粗骨材は、その性状により産地が

特定され、県内で生産する全てのものが適合しているわけではない。特に飛騨地方において

は、中濃、奥美濃地方から供給され、当地方のものは利用されていない。

　したがって、飛騨地方で生産される粗骨材（主に濃飛流紋岩系）と中濃地方で生産される
　　
粗骨材（主に硬質砂岩系）を比較研究し、それを用いた「排水性舗装アスファルト混合物」の

適正な配合設計を求め、適性を研究する。

　したがって、消費地で生産される粗骨材に多少の手を加えることで製品としての利用価値

が生ずれば、現地（消費地）の骨材の利用促進に寄与することができる。ちなみに、現地で

は細骨材、砂としての、利用は行われている。

　　１－２．研究組織

（社）益田建設業協会 ；　取りまとめ

金子工業　小坂骨材工場 ；　粗骨材試験の実施

飛騨アスコン（大林道路㈱　金子工業㈱　成和建設㈱　ＪＶ） ；　混合物試験の実施

岐阜大学　社会基盤工学科　森本教授 ；　指導・助言

岐阜県建設研究センター ；　指導・助言

※協　　力 ；　岐阜社会基盤研究所

；　大林道路㈱中部ｼｰﾌﾛﾚｯｸｽ製造ｾﾝﾀｰ

；　岐阜県生ｺﾝｸﾘｰﾄ工業組合益田試験場

※推　　薦 ；　（社）岐阜県建設業協会
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　　１－３．研究スケジュールと研究フロー

１． 平成１５年９月～１０月

粗骨材の適性比較試験（予備試験）
（粗骨材とストレートアスファルト（80/100）の接着性を評価する剥離抵抗性試験の実施）

試　料　； 粗骨材

ａ）＝ 加茂郡坂祝町産 （山砕石；硬質砂岩） 生産工場；㈱小西砕石工業所

ｂ）＝ 下呂市萩原町・小坂町飛騨川産（川砕石；濃飛流紋岩） 生産工場；金子工業㈱小坂工場

ｃ）＝ 大野郡清見村産 （山砕石） 生産工場；（有）三協古川工場

ｄ）＝ 吉城郡上宝村高原川産 （川砕石） 生産工場；（有）吉野建材

　　　　　； アスファルト

ストレートアスファルト80－100 製造者   ；昭和シェル石油㈱）

２． 平成１５年１０月～１１月

飛騨地域産改良粗骨材適性試験
（粗骨材と高粘度改質アスファルト、添加物を加えた剥離抵抗試験の実施）

試　料　； 粗骨材 ＝ 上記　ｂ）　ｃ）　ｄ）の飛騨地区産骨材

ｱｽﾌｧﾙﾄ＝高粘度Ａｓ( ｼｰﾌﾛﾚｯｸｽH型) 製造者   ；大林道路㈱

添加材 ＝ 剥離防止材（ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ4131) 製造者   ；昭和商事㈱

補強用食物繊維（ｾﾙﾛｰﾄﾞ） 製造者   ；三協製粉㈱

３． 平成１５年１２月

飛騨地域産粗骨材（単粒６号）の性状試験

試　料　； 下呂町萩原町・小坂町飛騨川産　・・・・・・・ 粗骨材　ｂ）

４． 平成１６年１月～２月

各種性状試験
（粗骨材　ｂ）を用いた排水性アスコン１３の混合物と従来混合物の性状試験）

試　料　； Ａ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ａ）

Ｂ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ）

Ｃ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ）＋剥離防止剤＋食物繊維（混合物の0.05%混入）

５． 平成１６年２月
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配合改良試験
（Ｃ）混合物の食物繊維量を混合物に0.1%と置き換えたものの性状試験）

試　料　； D）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ）＋剥離防止剤＋食物繊維（混合物の0.1%混入）

６． 平成１６年３月

研究成果の取りまとめ

研究フロー

別紙フロー参照

１－４． 研究成果概要

１． 　飛騨川産粗骨材（単粒６号）の排水性粗骨材への適正性　（表－１参照）

　試験結果（表－１）から各規格全てに適合しており、加茂郡坂祝産の硬質砂岩と比較して吸水率

は多少劣るが、すり減り減量以下についてはむしろ良好な性状を示している事から、粗骨材として

利用することには問題ないと思われる。

２． 　混合物の試験結果について　（表－２参照）

イ．排水性舗装用高粘度タイプ改質アスファルトに剥離防止剤（アスファルト量の0.3％添加）と植物

　　繊維（混合物の0.1％添加）で、且つ空隙率を積雪寒冷地用に17％ト設定すれば、従来の混合物

　　と比較しても充分に対応できると思われる。特に食物繊維を添加することで動的安定度がかな

　　向上し、対流動性に優れる。

ロ．剥離防止剤を添加することで、水浸ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ試験剥離率が向上する。

ハ．透水性能には問題がない。

ホ．ラベリング摩耗量についても良好な結果である。

３． 　今後の研究について

　今回の研究は室内での試験であり、今後現道で試験的な施工を行い従来の混合物と比較研究を

行って、その結果を判定する必要がある。
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研究フロー

大　　学 岐阜県建設協会

⇔ ⇔

益田建設協会

試験等の実施

指導・助言 指導・助言

１．粗骨材の適性比較試験（予備試験）

剥離抵抗性の確認

２．飛騨地域産改良粗骨材適性試験

３．飛騨地域産粗骨材（単粒６号）の性状試験

４．各種性状試験

５．配合改良試験

６．研究成果の取りまとめ

県建設研究センター

適性の確認

適性の確認
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・社会基盤研究所での研究項目



表－１ 粗骨材の性状試験結果

単位

ふるい分け

表乾密度 g/㎝3 2.62 2.654 2.45以上

絶乾密度 g/㎝3 2.59 2.64

吸水率 ％ 1.14 0.54 3.0％以下

粘土塊量 ％ 0.0 0.0

すり減り減量 ％ 12.3 15.1 30％以下

安定性 ％ 0.1 － 12％以下

軟石量 ％ 0.0 1.2 5％以下

形状試験 ％ 0.0 1.7 10％以下

表－２ 排水性アスファルト混合物配合試験結果

単位 Ａ） Ｂ） Ｃ） Ｄ）

アスファルト量 ％ 5.1 5.2 5.3 5.5 －

密度 (g/㎝)3 1.976 1.969 1.963 2.028 －

空隙量 ％ 20.0 20.1 20.2 17.1 注　１）

安定度 kN 6.8 5.9 6.1 6.6 3.43以上

フロー値 1/100㎝ 34 29 31 33 20～40　（ＪＨ）

カンタブロ損失率 ％ 9.3 19.7 16.9 12.5 20以下　（ＪＨ）

動的安定度 回/㎜ 5,559 5,250 7,000 － 5,000以上 注  ２）

透水係数 ㎝/s 0.206 0.271 0.284 － 0.01以上 注  ３）

残留安定度 ％ － 66.2 70.6 76.6 75以上　（ＪＨ）

低温カンタブロ損失率 ％ － 35.8 27.6 － 20以下 注  ４）

水浸ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ試験剥離率 ％ 0.0 35.0 5.0 5.0 －

ラベリング試験摩耗量 ㎝２ － 0.42 0.28 － ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧrﾄ 1.0～1.5

試  料 ； Ａ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ａ） （坂祝産）
Ｂ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ） （飛騨川産）
Ｃ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ）＋剥離防止剤＋植物繊維（混合物の0.05%混入）
D）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ）＋剥離防止剤＋植物繊維（混合物の0.1%混入）

注　１） 積雪寒冷地用の空隙率に設定。
注　２） 試料　D）については、試料　C）の結果で可とする。
注　３） 　同上
注　４） 試料　D）については、試料　B）より　C）で明らかに向上が見られるので省略した。

カンタブロ損失率

規格値

粒度範囲内

0.25％以下

性　　　　　　　状 規格値・目標値・参考値

試          料

ｂ）　飛騨川産 ａ）　坂祝産

粒度範囲内 粒度範囲内
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Ｂ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ）

（飛騨川産）

損失率＝１９．７％

損失率＝１６．９％

損失率＝１２．５％

低温カンタブロ損失率
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Ｃ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨
材　ｂ）＋剥離防止剤＋植物
繊維（混合物の0.05%混入）

D）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ）
＋剥離防止剤＋植物繊維（混合物
の0.1%混入）



Ｂ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ）

（飛騨川産）

損失率＝３５．８％

損失率＝２７．６％

水浸ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ試験剥離率

Ａ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ａ）（坂祝産）

６

Ｃ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨
材　ｂ）＋剥離防止剤＋植物
繊維（混合物の0.05%混入）
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⇒

Ｂ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ）（飛騨川産）

⇒

Ｃ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ）＋剥離防止剤＋植物繊維（混合物の0.05%混入）

⇒

D）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨材　ｂ）＋剥離防止剤＋植物繊維（混合物の0.1%混入）

⇒

ラベリング試験摩耗率

摩耗率＝０．４２㎝２

Ｂ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨
材　ｂ）（飛騨川産）
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摩耗率＝０．２８㎝２

Ｃ）＝高粘度ｱｽﾌｧﾙﾄ＋粗骨
材　ｂ）＋剥離防止剤＋植物
繊維（混合物の0.05%混入）
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第２章　各種試験と結果

　２－１． 実施試験項目及び適用基準

表－３ 配合試験に伴う試験項目及び試験方法・適用基準

１．骨　材

 粗骨材の剥離抵抗性試験
　骨材のふるい分け試験（粗骨材　13～5㎜）
　粗骨材の比重及び吸水量試験（表乾密度） 2.45g/㎝3以上

（絶乾密度）
（吸水率） 3.0％以上

　ロサンゼルス試験機による粗骨材のすりへり試験方
　硫酸ナトリュウムによる粗骨材の安定性試験方法
　粗忽在中の軟石量試験方法
　粗骨材の形状試験方法

２．排水性アスファルト混合物

　改質アスファルトの物理試験方法
　付着(ダレ)試験
　マーシャル安定度試験方法
　アスファルト混合物に対するマーシャル試験方法
　カンタブロ試験方法
　ホイールトラッキング試験方法
　舗装用混合物の透水試験

表-４　追加試験項目及び試験方法、適用基準

　水浸マーシャル安定度試験
　水浸ホイールトラッキング試験
　低温カンタブロ試験
　ラベリング試験

　２－2． 粗骨材の適性試験（予備試験）

　粗骨材の試料　ａ）　ｂ）　ｃ）　ｄ）　について、アスファルトとの馴染み具合を確認するために「剥離
　
抵抗性試験を行った。

１． 試験方法 　；粗骨材の剥離抵抗性試験方法
（剥離標本写真＝日本道路公団（ＪＨ）　ＪＨアスファルト舗装関係試験法参考）

２． 結　果　
剥離面積率

ａ）＝ 加茂郡坂祝町産 （山砕石；硬質砂岩） 20%程度
ｂ）＝ 下呂市萩原町・小坂町飛騨川産（川砕石；濃飛流紋岩） 45%程度
ｃ）＝ 大野郡清見村産 （山砕石） 45%程度
ｄ）＝ 吉城郡上宝村高原川産 （川砕石） 45%程度

　 　試験の結果、飛騨地区産のものはいずれも思わしくない。

３． 結果写真

試　　　　　　　料 種　　　　類

JIS A 1100

試　験　項　目 試験方法

JIS A 1121

舗装試験法便覧

〃

〃
〃

適用基準（規格値）

JIS A 1102 粒度範囲内
舗装試験法便覧 （ＪＨ）

30％以下
JIS A 1122 12％以下
JIS A 1126 5％以下

10％以下

舗装試験法便覧 同左別冊
〃 〃

5,000回/㎜以上

〃
〃 欠損率=20％以下（ＪＨ）

試　験　項　目 試験方法

〃 0.01㎝/s以上

舗装試験法便覧
〃

適用基準（規格値）

試　験　項　目 試験方法 適用基準（規格値）
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3.４３kN以上
剥離率
（20％以下）

〃 3.４３kN以上



試料　ａ）

試料　ｂ）

試料　c）

試料　d）

　２－３． 飛騨地域産粗骨材の改良試験

標本（ＪＨ）
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　前項の試験結果、飛騨地区産の粗骨材について思わしくなかったので、ストレートアスファルトに

添加物（剥離防止剤・植物繊維）を添加したもの、及び高粘度改質アスファルトの場合について試

験を行った。　 （高粘度アスファルトは、通常排水性アスコンに用いられる。）

１． 試験方法 　；粗骨材の剥離抵抗性試験方法

２． 試　料

（添加物の配合は、前２項と同量）

　※　剥離防止剤 ＝グリッパー4131(昭和商事)
　　　 植物繊維 ＝セルロード（三協製）
       高粘度改質アスファルト ＝シーフロレックスＨ型（大林道路）

３． 結　果　 （剥離面積率：％程度）

試料
イ 5 5 5
ロ 45 45 45
ハ 0 5 5
ニ 0 0 0

飛騨川産 清見村産 高原川産

標本（ＪＨ）
（剥離面積率 5%）

飛騨川産 清見村産 高原川産

ロ．ストレートアスファルト（80/100）＋植物繊維（混合物の0.1％配合）

ハ．ストレートアスファルト（80/100）＋剥離防止剤＋植物繊維

ニ．ストレートアスファルトに換えて高粘度改質アスファルト

ロ．ストレートアスファルト（80/100）＋植物繊維（混合物の0.1％配合）

イ．ストレートアスファルト（80/100）＋剥離防止剤（アスファルトの0.3％配合）
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飛騨川産 清見村産 高原川産

イ．ストレートアスファルト（80/100）＋剥離防止剤（アスファルトの0.３％配合）



飛騨川産 清見村産 高原川産

飛騨川産 清見村産 高原川産

※ 1.　剥離防止剤の添加は性能を改善できるが、植物繊維では改善がされない。
２．高粘度改質アスファルトでは性能的に満足できる。
３．混合物としてのすり減り・破壊強さの検討が必要。

17

ニ．ストレートアスファルトに換えて高粘度改質アスファルト

ハ．ストレートアスファルト（80/100）＋剥離防止剤＋植物繊維



ａ）＝ 加茂郡坂祝町産 （山砕石；硬質砂岩）

試験年月

試験場所

試 験者

骨 材 岩 種 硬質砂岩

産 地 坂祝町

生産会社 ㈱　小西砕石工業

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/10

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

ｂ）＝ 下呂市萩原町・小坂町飛騨川産 （川砕石；濃飛流紋岩）

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

　平成１５年１０月

飛騨アスコン

高橋　俊充

20 22

22

20 25 25 20

12



試験年月

試験場所

試 験者

骨 材 岩 種 濃飛流紋岩

産 地 飛騨川産

生産会社 金子工業㈱

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/10

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

ｃ）＝ 大野郡清見村産 （山砕石）

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

　平成１５年１０月

飛騨アスコン

高橋　俊充

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

40 45

45

45 50 45 45
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試験年月

試験場所

試 験者

骨 材 岩 種 石英斑岩

産 地 大野郡清見村

生産会社 ㈲三協古川砕石場

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/10

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

ｄ）＝ 吉城郡上宝村高原川産 （川砕石）

評価者名 平均Ａ

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

　平成１５年１０月

飛騨アスコン

高橋　俊充

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

45 46

46

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

45 45 50 45
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試験年月

試験場所

試 験者

骨 材 岩 種 川砂利

産 地 高原川

生産会社 ㈲吉野建材

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/10

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

　平成１５年１０月

飛騨アスコン

高橋　俊充

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

45 45

45

45 50 45 40

15
イ．ストレートアスファルト（80/100）＋剥離防止剤（アスファルトの0.3％配合）

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書



試験年月

試験場所

試 験者

骨 材 岩 種 川砂利

産 地 飛騨川

生産会社 金子工業㈱

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/100（はく離防止剤0.3％混入）

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

5 5 5 5 5 5

5

平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

高橋　俊充

評価者名

　平成１５年１1月

飛騨アスコン

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書
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試験年月

試験場所

試 験者

骨 材 岩 種 石英斑岩

産 地 大野郡清見村

生産会社 ㈲三協古川砕石場

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/100（はく離防止剤0.3％混入）

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

試験年月

試験場所

　平成１５年１1月

飛騨アスコン

高橋　俊充

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

5 5

5

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

5 5 5 5

19

　平成１５年１1月

飛騨アスコン



試験者

骨 材 岩 種 川砂利

産 地 高原川

生産会社 ㈲吉野建材

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/100（はく離防止剤0.3％混入）

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

試験年月

試験場所

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

平成１５年１１月

飛騨アスコン

平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

5 5 5 5

高橋　俊充

評価者名

20

5 5

5

ロ．ストレートアスファルト（80/100）＋植物繊維（混合物の0.1％配合）



試験者

骨 材 岩 種 川砂利

産 地 飛騨川

生産会社 金子工業㈱

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/100（植物繊維0.1％混入）

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

試験年月

試験場所

試 験者

高橋　俊充

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

40 45

45

50 45 50 40

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

平成１５年１１月

飛騨アスコン

高橋　俊充
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骨 材 岩 種 石英斑岩

産 地 大野郡清見村

生産会社 ㈲三協古川砕石場

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/100（植物繊維0.1％混入）

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

試験年月

試験場所

試 験者

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

45 45

45

40 50 40 50

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

平成１５年１１月

飛騨アスコン

高橋　俊充
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骨 材 岩 種 川砂利

産 地 高原川

生産会社 ㈲吉野建材

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/100（植物繊維0.1％混入）

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

試験年月

試験場所

試 験者

骨 材 岩 種 川砂利

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

45

40 40 50 45
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50 45

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

平成１５年１１月

飛騨アスコン

高橋　俊充

ハ．ストレートアスファルト（80/100）＋剥離防止剤＋植物繊維



産 地 飛騨川

生産会社 金子工業㈱

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/100
（はく離防止剤0.3％+植物繊維0.1％混入）

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

試験年月

試験場所

試 験者

骨 材 岩 種 石英斑岩

産 地 大野郡清見村

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0 0

0

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

0 0 0 0

高橋　俊充
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平成１５年１１月

飛騨アスコン



生産会社 ㈲三協古川砕石場

アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/100
（はく離防止剤0.3％+植物繊維0.1％）

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

試験年月

試験場所

試 験者

骨 材 岩 種 川砂利

産 地 高原川

生産会社 ㈲吉野建材

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

5 5

5

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

5 5 5 5

平成１５年１１月

飛騨アスコン

高橋　俊充
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アスファルト 種 類 ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ80/100
（はく離防止剤0.3％+植物繊維0.1％混入）

製造会社 昭和シェル石油㈱

針 入 度 90

軟化点（℃） 44.5

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

試験年月

所

試験者

骨 材 岩 種 川砂利

産 地 飛騨川

生産会社 金子工業㈱

アスファルト 種 類 シーロフレックスH型

Ｅ

5

5 5 5 5 5 5

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

26
ニ．ストレートアスファルトに換えて高粘度改質アスファ

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

平成１５年１１月

飛騨アスコン

高橋　俊充



製造会社 大林道路㈱

針 入 度 60

軟化点（℃） 96

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

試験年月

所

試験者

骨 材 岩 種 石英斑岩

産 地 大野郡清見村

生産会社 ㈲三協古川砕石場

アスファルト 種 類 シーロフレックスH型

製造会社 大林道路㈱

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0 0

0

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

0 0 0 0
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平成１５年１１月

飛騨アスコン

高橋　俊充



針 入 度 60

軟化点（℃） 96

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

試験年月

所

試験者

骨 材 岩 種 川砂利

産 地 高原川

生産会社 ㈲吉野建材

アスファルト 種 類 シーロフレックスH型

製造会社 大林道路㈱

針 入 度 60

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0 0

0

粗骨材の剥離抵抗性試験報告書

0 0 0 0
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平成１５年１１月

飛騨アスコン

高橋　俊充



軟化点（℃） 96

結 果

剥離面積率

(%)

報 告 値 ％

評価者名 平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

29

0 0

0

0 0 0 0



　２－４． 飛騨地域産粗骨材（単粒６号）の性状試験

試験結果は表－１参照

１． 飛騨川産粗骨材性状試験結果

30
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２． 坂祝産粗骨材（単粒６号）の性状試験

様式 37-1

印

ｇ/㎝3

ｇ/㎝3

％

％

％

％

％

％

　備　考

39

　試   験   年   月   日 平成14年1月8日

洗　　い　　試　　験 ------
    〃　　　(箇数) ------
細 長 扁 平 (重量) 1.7
軟      石      量 1.2
ス リ ヘ リ 減 量 15.1
吸　　　水　　　率 0.54
安　　　定　　　性 ------
    〃     (軽装)　 1.534
単位容積重量(標準)　 1.586
比　　　　　　　　　重 2.677

　　　０．６

　　　２．３６ 0.1
　　　４．７５ 3.3
　　１３．２ 95.7
　　１９．０ 100.0
　　２６．５

　　３１．５

 
度
　
　
通
 
過
 
量
　
　

　　５３．０　　㎜
　　３７．５

原　　石　　種　　類 硬 質 砂 岩
製　　造　　会　　社 ㈱小西砕石
産　　　　　　　　地 加茂郡坂祝町
用　　　　　　　　途 ｱｽﾌｧﾙﾄ混合用
種　　　　　　　　類 ６ 号 砕 石

粗骨材試験成績一覧表(砕石)

工 事 名 請負者名

工 種 名 測 定 者 新　明　克　哉





















　２－５． 配合設計

１． 試験に用いた排水性舗装用高粘度タイプ改質アスファルト

大林道路㈱製　シーフロレックスＨ型

表－５ 物理試験結果

２． 試料 Ａ）の配合設計

１．使用材料（アスファルト以外）
表－６

２．骨材配合割合
表－７

配合１ 配合２ 配合３

88.0 85.0 82.0
7.0 10.0 13.0
5.0 5.0 5.0

３．骨材合成粒度
表－８
フルイ目 配合 配合１ 配合２ 配合３

19.0 100.0 100.0 100.0
13.2 96.2 96.3 96.5
9.5
4.75 14.9 17.8 20.7
2.36 11.4 14.1 16.8
0.60 8.3 9.8 11.2
0.30 6.5 7.1 7.7
0.15 5.5 5.8 6.0

（％） 0.075 4.2 4.3 4.3

４．アスファルト量

試 験 項 目

　軟化点　　　　　　　　 ℃

　伸度(４℃)　　　　　　 ㎝

　薄膜加熱質量変化率　　 ％

　タフネス(25℃)      Ｎ･ｍ  

　６０℃粘度     1×104Pa･s

試 験 値 品質規格
　針入度(25℃)　　　 1/10㎜ 60 ４０以上

97 ８０以上
　伸度(15℃)　　　　　　 ㎝ 96 ５０以上

29
　引火点　　　　　　　　 ℃ 320 260以上

0.03 0.6以下
　薄膜加熱針入度残留率　 ％ 78.3 ６５以上

27.2 20.0以上
　テナシティ(25℃)    Ｎ･ｍ 22.5 15.0以上

6.06 2.00以上
　密度(15℃)         ｇ/㎝3 1.024

材料名 納入業者 産　地 材　質
６号砕石 ㈱小西砕石工業所 加茂郡坂祝町 硬質砂岩
粗目砂 ㈲吉野建材 吉城郡上宝村 川　砂
石　粉 清水工業㈱ 大垣市赤坂 石灰岩

６号砕石
粗目砂
石　粉

3～7

40

粒度範囲

通
 

過
 

重
 

量

百
 

分
 

率

100
90～100

11～35
10～20



　  排水性舗装技術指針(案)に示される粒度範囲内で、付着(ダレ)試験に用いる骨材

  粒度は、2.36㎜通過量の目標を 18.0 ％として、３％きざみに３粒度設定した。

　１．ダレ試験条件
混 合 温 度 養 生 温 度 養 生 時 間

１７５　℃ １７５　℃ １時間

　２．ダレ試験結果からの暫定アスファルト量

配合 配合１ 配合２ 配合３
ＯＡＣ(％) 4.9 5.1 5.2

５．密度測定（空隙率）試験

　１．供試体試験条件

混合温度 締固温度 突固回数
１７５　℃ １６０　℃ 裏表50回

　２．試験結果

単位 配合１ 配合２ 配合３
密度 g/㎝3 1.933 1.974 2.033
空隙率 ％ 22.0 20.1 17.5

６．供試体の決定

３． 試料 Ｂ）の配合設計

１．使用材料（アスファルト以外）
表－９

２．骨材配合割合
表－１０

配合１ 配合２ 配合３
88.5 85.5 82.0
6.5 9.5 13.0
5.0 5.0 5.0

３．骨材合成粒度
表－１１
フルイ目 配合 配合１ 配合２ 配合３

　３．４．項の試験の結果、配合２の試料で性状試験を行う。(As量＝５．１％
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粒度範囲

石　粉

材料名 納入業者 産　地 材　質
６号砕石 金子工業㈱ 飛騨川 川砂利
粗目砂 金子工業㈱ 飛騨川 川　砂
石　粉 清水工業㈱ 大垣市赤坂 石灰岩

６号砕石
粗目砂

試 験 条 件



19.0 100.0 100.0 100.0
13.2 99.2 99.2 99.3
9.5
4.75 13.5 16.5 19.9
2.36 11.1 13.9 17.2
0.60 7.5 8.6 10.0
0.30 6.1 6.6 7.2
0.15 5.3 5.5 5.7

（％） 0.075 4.3 4.4 4.5

４．アスファルト量

　１．ダレ試験条件
混 合 温 度 養 生 温 度 養 生 時 間

１７５　℃ １７５　℃ １時間

　２．ダレ試験結果からの暫定アスファルト量

配合 配合１ 配合２ 配合３
ＯＡＣ(％) 5.0 5.2 5.4

５．密度測定（空隙率）試験

　１．供試体試験条件

混合温度 締固温度 突固回数
１７５　℃ １６０　℃ 裏表50回

　２．試験結果

単位 配合１ 配合２ 配合３
密度 g/㎝3 1.922 1.970 2.020
空隙率 ％ 22.2 20.1 17.8

６．供試体の決定

4． 試料 C）の配合設計

１．使用材料（アスファルト以外）
表－１２

２．骨材配合割合
表－１３

配合１ 配合２ 配合３
88.5 85.5 82.0
6.5 9.5 13.0

６号砕石
粗目砂

三共製粉㈱ 静岡県富士宮市 植物繊維
グリッパー4131 昭石商事㈱ 和歌山県和歌山市 剥離防止剤
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石灰岩
粗目砂 金子工業㈱ 飛騨川 川　砂
石　粉 清水工業㈱ 大垣市赤坂

セルロード

６号砕石 金子工業㈱ 飛騨川 川砂利
材料名 納入業者 産　地 材　質

試 験 条 件

　３．４．項の試験の結果、配合２の試料で性状試験を行う。(As量＝５．２％

通
 

過
 

重
 

量

百
 

分
 

率

100
90～100

11～35
10～20

3～7



5.0 5.0 5.0

３．骨材合成粒度
表－１４
フルイ目 配合 配合１ 配合２ 配合３

19.0 100.0 100.0 100.0
13.2 99.2 99.2 99.3
9.5
4.75 13.5 16.5 19.9
2.36 11.1 13.9 17.2
0.60 7.5 8.6 10.0
0.30 6.1 6.6 7.2
0.15 5.3 5.5 5.7

（％） 0.075 4.3 4.4 4.5

３．アスファルト量

　１．ダレ試験条件
混 合 温 度 養 生 温 度 養 生 時 間

１７５　℃ １７５　℃ １時間

　２．ダレ試験結果からの暫定アスファルト量

配合 配合１ 配合２ 配合３
ＯＡＣ(％) 5.0 5.3 5.5

４．密度測定（空隙率）試験

　１．供試体試験条件

混合温度 締固温度 突固回数
１７５　℃ １６０　℃ 裏表50回

　２．試験結果

単位 配合１ 配合２ 配合３
密度 g/㎝3 1.918 1.965 2.014
空隙率 ％ 22.4 20.1 17.9

５．供試体の決定
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3～7

試 験 条 件

　３．４．項の試験の結果、配合２の試料で性状試験を行う。(As量＝５．３％
  （剥離防止剤＝アスファルト量の0.3%  植物繊維＝混合物の0.05％）

粒度範囲

通
 

過
 

重
 

量

百
 

分
 

率

100
90～100

石　粉

11～35
10～20



　２－６． 排水性アスコンの性状試験（配合試験）

 ①使用材料の決定 　　　 ※ 骨材については、一般的表層用骨材規格による。
　 　　　 ※ バインダー材は、排水性舗装用高粘度タイプ改質
　　粗骨材、細骨材、アスファルト 　　　　アスファルトとする。

 ②骨材配合の決定 　　　 ※ 排水性舗装技術指針(案)及び、共通仕様書を基本
　　　　として、過去の配合実績等をもとに３粒度を決定す

　　３粒度の決定 　　　　る。
　　　 ※ 2.36㎜通過量 14.0 ％とし３粒度を設定

 ③最適アスファルト量の決定 　　　 ※ ３粒度について付着試験を実施し、最適アスファ
　　　　ルト量を求める。

　　付着（ダレ）試験

 ④マーシャル試験の実施 　　　 ※ 上記３粒度について、③で求めた配合の最適Ａｓ
　　　　量でマーシャル供試体を作製し空隙率を測定する。

　　マーシャル安定度（標準） 　　　　突き固め時の状況によりダレが生じる場合は修正す
　　カンタブロ試験　（標準） 　　　　る。

 ⑤配合の決定 　　　 ※ ④で得られた配合でマーシャル供試体を作製し、
　　　　目標空隙率 20 ％程度が得られたものを決定配合と

　　粒度（空隙率）の決定 　　　　する。
　　アスファルト量の決定

 ⑥耐久性の確認 　　　 ※ 決定された配合について最適アスファルト量でホ
　　　　イールトラッキング試験及び透水試験を確認する。

　　ホイールトラッキング試験
　　透水試験

 ⑦追加試験による耐久性の確認 　　　 ※ 決定された配合について最適アスファルト量で低
　　　　温カンタブロ試験、水浸ホイールトラッキング試験

　　低温カンタブロ試験 　　　　、水浸マーシャル安定度試験及びラベリング試験を
　　水浸ホイールトラッキング試験 　　　　行い、性状値を確認する。
　　水浸マーシャル安定度試験
　　ラベリング試験

・低温カンタブロ試験
　供試体の養生温度を－２０℃にて行い、他の条件につては通常のカンタブロ試験と同様に行った。
より厳しい条件の下損失量の評価を行う。
・水浸ホイールトラッキング試験
　高さ10ｃｍの底板部に穴の開いた型枠に5ｃｍの模擬路盤を敷き、その上に供試体を載せる。
60℃の気乾状態にて12時間養生し次いで、60℃の水中にて1時間養生後、載荷走行試験を6時間行う。
試験後、供試体を割り、断面のはく離状態を目視観察にて評価する。
・水浸マーシャル
　水浸条件を60℃。48時間としマーシャル安定度試験を行う。60℃、30分間のものと安定度を対比させ
残留安定度の評価を行う。
・ラベリング試験
　　-10℃にて4時間養生した供試体を1.5時間チェーンにより磨耗させる。磨耗量の評価を行う。

※　試験結果については第１章　表－２　参照

↓配合試験
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　２－７． 改良排水性アスコンの配合設計と性状試験（試料　Ｄ））

１． 配合設計

１．骨材配合割合
表－１５

配合１ 配合２ 配合３
84.5 81.0 78.0
10.5 14.0 17.0
5.0 5.0 5.0

２．骨材合成粒度
表－１６
フルイ目 配合 配合１ 配合２ 配合３

19.0 100.0 100.0 100.0
13.2 99.2 99.3 99.3
9.5
4.75 17.4 20.9 23.8
2.36 14.9 18.1 20.9
0.60 9.0 10.4 11.5
0.30 6.8 7.4 7.9
0.15 5.6 5.8 6.0

（％） 0.075 4.5 4.6 4.7

３．アスファルト量

　１．ダレ試験条件
混 合 温 度 養 生 温 度 養 生 時 間

１７５　℃ １７５　℃ １時間

　２．ダレ試験結果からの暫定アスファルト量

配合 配合１ 配合２ 配合３
ＯＡＣ(％) 5.3 5.5 5.7

４．密度測定（空隙率）試験

　１．供試体試験条件

混合温度 締固温度 突固回数
１７５　℃ １６０　℃ 裏表50回

　２．試験結果

単位 配合１ 配合２ 配合３
密度 g/㎝3 1.922 1.970 2.020
空隙率 ％ 22.2 20.1 17.8

５．供試体の決定

粒度範囲

通
 

過
 

重
 

量

百
 

分
 

率

100
90～100

11～35
10～20

　試料　Ｂ）　Ｃ）の結果が思わしくなかったので、食物繊維の添加量を混合
物の0.1％加且つ空隙率を17％で設定し他混合物で性状試験を行う。

６号砕石
粗目砂
石　粉

※　空隙率17％は積雪寒冷地仕様。
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3～7

試 験 条 件



※　試験結果については第１章　表－２　参照
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　３．４．項の試験の結果、配合２の試料で性状試験を行う。(As量＝５．２％）
  （剥離防止剤＝アスファルト量の0.3%  植物繊維＝混合物の0.1％）


